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京都大学瀬戸臨海実験所が所蔵する様々な海洋生物標本
の 整理中， 全長が少なくとも55 cmのl個体のゾウクラゲ
Carjnarja crjs臼臼（Linnaeus, 1766）の標本が見つかった O 標












漂着物学会会報（Report of Japan Driftological Society) 
幹に色が着いているのは不自然です が，おそらく殻ごと内臓を
食いちぎられ た時， 肝臓が潰れて体に浸み亘ったので、しよう」。
なお， 原田（2013 ）によると 「1942年2月25日に本種の巨






2015での奥谷喬司先生の解説：p. 341 など ）。 従って， 今回
の標本は特大で， ブランクトンネットなどで通常採集される幾
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